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議会だより

　向町地区の下屋敷優紀さ
ん一家、11人家族です。
　「自分はひとりっ子のた
め兄弟は多いほど良いと
思っています。今は天井ま
で水に浸った家を修理して
住んでいます。」がんばれ！

第182号
平成30年
5月1日
発行

さと岩泉

ふる
さと岩泉の

11

ふふふふるる

大家族大家族

岩手県岩泉町議会



★平成 30年度一般会計予算128億円可決

被災直後の
本陣沢橋
（小川・袰綿地区）

１ヵ月後、
通行可能に

に向け加速!



新年度予算の内容は次ページ以降

●新町長のもと副町長２人体制へ（4ページへ）
●防災拠点の整備は（6ページへ）
●誘客への道すじは（7ページへ）
●売り込め ふるさと（7ページへ）

１年７ヵ月後、
橋周辺の住宅再建

も始まる

復旧・復興   
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新町長のもと副 町長２人体制へ町長２人体制へ

　

３
月
定
例
会
は
３
月
２
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
22
日
間
に
わ

た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
本
会
議
で
は
、
中
居
町
長
の
所
信
表
明
演
述
が
行
わ
れ
、

新
年
度
予
算
な
ど
43
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
８
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
台
風
第
10
号
豪
雨
災
害

の
復
旧
関
係
を
中
心
に
、

産
業
振
興
か
ら
子
育
て
支

援
、防
災
関
連
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

条
例
、
予
算
な
ど
の
33

件
の
議
案
は
２
つ
の
特
別

委
員
会
を
設
け
て
集
中
審

査
し
、
す
べ
て
の
議
案
を

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

成
30
年
度
の
一
般
会
計

と
７
つ
の
特
別
会
計
を

合
わ
せ
た
当
初
予
算
総

額
は
、
１
６
６
億
３
１
０
０
万

円
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
一
般
会
計
は
、
１

２
８
億
６
０
０
０
万
円
で
、
前

年
度
当
初
予
算
と
比
べ
て
74
億

８
５
０
０
万
円
、
36
・
８
％
の

大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

減
少
の
主
な
要
因
は
、
台
風

第
10
号
豪
雨
災
害
の
復
旧
・
復

興
事
業
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
台
風
第
10

号
豪
雨
災
害
復
旧
・
復
興
予
算

は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を

合
わ
せ
て
50
億
７
３
１
２
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
（
予
算
の
概
要
や
特
別
委
員

会
の
審
査
内
容
は
５
㌻
か
ら
９

㌻
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

平 引
き
続
き
災
害
復
旧
に
重
点

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

所信表明する町長
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新町長のもと副� 町長２人体制へ

義務的経費（人件費、扶助費、公債費）は、34億 5949万円で、前年度より5.8％増。
投資的経費（普通建設、災害復旧事業費）は、50億 4776 万円で、前年度より 40.62％減。

前年度歳出予算との比較

平成30年度各会計の当初予算額
会　計　名 予　算　額 前年度比（伸び率）

一 般 会 計 128億6000万円 ▲36.8％

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

国民健康保険
事 業 勘 定 13億 410万円 ▲16.4％

診療施設勘定 3840万円 2.4％

後 期 高 齢 者 医 療 1億1680万円 3.3％

介 護 保 険
事 業 勘 定 14億9960万円 ▲2.3％

サービス事業勘定 1050万円 ▲1.9％

簡 易 水 道 4億1490万円 27.2％

観 光 事 業 1億8700万円 3.5％

公 共 下 水 道 事 業 1億8590万円 7.6％

大 川 財 産 区 1380万円 ▲10.4％

合　　　計 166億3100万円 ▲31.5％

人件費
13億1853万円
(10.3％)

災害復旧事業費
38億2131万円
(29.7％) 義務的経費

 (27.0％)

扶助費
5億5360万円
(4.3％)

公債費
(借入金の返済)
15億8736万円
(12.4％)

補助費等
17億3736万円
(13.5％)その他

2億805万円
(1.6％)

物件費
15億6134万円
(12.1％)

維持補修費
1億3023万円
(1.0％)

繰出金
7億1577万円
(5.6％)

普通建設事業費
12億2645万円
(9.5％)

その他
（33.8％)

投資的経費
（39.2％) 歳出

（支払うお金）

町税
6億4912万円
(3.2％)

国庫支出金
97億7281万円
(48.0％)

県支出金
7億6993万円
(3.8％)

町債(借入金)
25億3910万円
(12.5％)

交付金等
2億4250万円
(1.2％)

地方交付税
（国から交付されるお金）

43億9800万円
(21.6％)

依存財源
（87.1％)

自主財源
(12.9％)

その他
19億7354万円
(9.7％)

歳入
（入ってくるお金）

前へ!前へ!

一般会計128 億 6000万円の内訳

末村祐
ゆ う こ

子　副町長（52）
大阪市出身

山﨑重
しげのぶ

信　副町長（43）
宮古市出身

副町長の選任に同意
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新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
三
田
地
和
彦
委
員
長
）
は
、
３

月
19
、
20
日
、
23
日
の
３
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

災
害
復
旧
事
業
な
ど
を
慎
重
に
審
査
し
、
一
般
会
計
・
７
特
別
会

計
の
予
算
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。
そ
の
後
の
本
会
議
で
、
全

会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
質
疑
を
要
約
し
て
掲
載

し
ま
す
。

205 枚のソーラーパネルが設置された小本防災センター

防　災

防
災
拠
点
の
整
備
は

災
害
時
の
電
源
確
保

新
規
事
業
の
防
災
拠
点
に

太
陽
光
発
電
機
、
蓄
電
池

な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り

ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ
る
の
か
。

太
陽
光
発
電
設
備
は
、
発

電
と
蓄
電
の
機
能
を
有

し
、
停
電
時
に
防
災
関
連
機
器

を
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

自
家
発
電
設
備
は
、
災
害
時
に

庁
舎
内
の
重
要
な
電
子
機
器
に

対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

コ
ス
ト
を
考
え
る
と
太
陽

光
で
は
な
く
発
電
機
を
つ

け
る
方
が
い
い
の
で
は
な
い

か
。

防
災
設
備
は
コ
ス
ト
面
だ

け
で
な
く
、
災
害
時
に
備

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

考
え
る
。
燃
料
を
確
保
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
、
多

様
な
危
機
的
状
態
に
対
応
で
き

る
よ
う
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

通
信
網
を
確
保
す
る
た
め

各
支
所
に
も
備
え
る
考
え

は
な
い
か
。

現
在
、
衛
星
携
帯
電
話
、

小
型
発
電
機
は
設
置
し
て

い
る
。
ど
れ
く
ら
い
の
電
力
量

が
必
要
か
含
め
て
調
査
研
究
し

て
い
く
。

問問

問

答

答答

〝
防
災
拠
点
機
能
〞

の
整
備
内
容
は

◆
目　

的

　

災
害
な
ど
に
よ
る
停
電
時

に
役
場
庁
舎
に
電
力
を
供
給

し
、防
災
拠
点
機
能
の
維
持
を

は
か
る
た
め
。

◆
事
業
概
要

①
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置

枚
数
：
１
６
８
枚

実
効
発
電
量：30・０
ｋ
ｗ
ｈ

② 

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池

等
設
置

蓄
電
量
：
33
・
０
ｋ
ｗ
ｈ

③ 

キ
ュ
ー
ピ
ク
ル
型
発
電
機
設
置

非
常
用
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
設
置

発
電
量
：
１
１
５
ｋ
Ｖ
Ａ

◆
事
業
費

１
億
６
５
６
２
万
円

　台風第 10号豪雨災害の被害をふま
え防災体制を強化しました。

危
機
管
理
統
括
監
を
新
設

新採用職員に講義する佐々木危機管理統括監
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観
光・交
流

誘客への道すじは
町一丸で取り組む

本
年
６
月
に
は
「
宮
古
室

蘭
フ
ェ
リ
ー
」
が
就
航
す

る
。
外
国
客
を
含
め
北
海
道
か

ら
の
誘
客
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

フ
ェ
リ
ー
就
航
は
、
宮
古

市
と
協
議
を
重
ね
、
サ
ー

ビ
ス
・
受
け
入
れ
体
制
の
仕
組

み
を
計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け

入
れ
体
制
と
し
て
は
、
職
員
の

外
国
語
日
常
会
話
の
勉
強
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
進
め
て
い
る
。

今
年
は
「
東
北
絆
ま
つ

り
」、
来
年
は
「
三
陸
防

災
復
興
博
」
と
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン

ト
が
め
じ
ろ
押
し
で
あ
る
。
誘

客
、
交
流
の
拡
大
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
考
え
か
。

「
東
北
絆
ま
つ
り
」
は
、

観
光
Ｐ
Ｒ
・
物
産
ブ
ー
ス

と
郷
土
芸
能
の
全
部
に
参
加
を

予
定
し
て
お
り
、
町
一
丸
と

な
っ
て
龍
泉
洞
を
含
め
岩
泉
町

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　
「
三
陸
防
災
復
興
博
」
は
、

県
で
基
本
計
画
を
策
定
、
沿
岸

13
市
町
村
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
。こ
れ
か
ら
県
と
協
議
し
、

具
体
的
に
詰
め
て
い
く
。
県
・

広
域
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 旧家の蔵を案内する「まちなかガイド」

ふるさと納税

空き家

売
り
込
め 

ふ
る
さ
とバ

ン
ク
活
用
の
め
ど
は

多
彩
に
リ
ピ
ー
タ
ー
確
保

夏
ま
で
に
し
ぼ
り
込
み

ふ
る
さ
と
納
税
者
に
合
わ

せ
た
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

の
発
送
な
ど
つ
な
が
り
を
継
続

す
る
試
み
を
す
る
べ
き
だ
。

リ
ピ
ー
タ
ー
確
保
の
た
め

情
報
の
提
供
方
法
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
な
ど
仕
組
み
、

方
策
を
練
り
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
。

紙
媒
体
の
み
な
ら
ず
、メ
ル

マ
ガ
（
※
）
に
よ
る
情
報

発
信
に
も
取
り
組
ん
で
は
ど
う

か
。

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
メ

ル
マ
ガ
を
使
っ
て
納
税
者

が
増
え
る
手
だ
て
を
し
て
い
き

た
い
。現

在
、
使
え
る
空
き
家
は

ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
。
空

き
家
の
実
態
調
査
委
託
の
内
容

は
。

平
成
27
年
度
調
査
で

９
８
８
件
の
空
き
家
推
定

家
屋
を
確
認
し
て
い
る
。
台
風

災
害
後
の
空
き
家
を
再
調
査

し
、
空
き
家
の
実
態
を
継
続
確

認
し
て
い
く
。

デ
ー
タ
調
査
は
、
ど
の
内

容
ま
で
行
う
の
か
。
お
盆

ま
で
に
デ
ー
タ
が
そ
ろ
う
こ
と

で
よ
い
か
。

調
査
項
目
は
、「
す
ぐ
貸

せ
る
、
リ
フ
ォ
ー
ム
が
必

要
、
住
め
な
い
」
な
ど
に
分
類

し
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
精
度
を

高
め
る
。
時
期
は
、
夏
ま
で
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

ままちち 声声のの
おしえておしえて

ままちち 声声のの
おしえておしえて

岩
泉
フ
ァ
ン
増
や
し
て

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
ご
協

力
し
て
く
れ
た
人
に
対
し

積
極
的
に
情
報
発
信
し
、

岩
泉
フ
ァ
ン
を
増
や
す
取

り
組
み
を
続
け
て
ほ
し
い

で
す
。

　

観
光
関
係
者
は
も
っ
と

情
報
を
共
有
し
て
、
み
ん

な
で
一
丸
と
な
っ
て
観
光

客
を
受
け
入
れ
て
い
き
た

い
と
思
い

ま
す
。

早
野
由
紀
子
さ
ん

（
岩
泉　

44
歳
）

熊
谷　

敏
子
さ
ん

（
岩
泉　

68
歳
）

早

問問 答

答

問

問

答

答問

問

答

答

（※）メルマガ… 個人・企業・団体が定期・不定期にメールで発行する
電子雑誌（メールマガジンの略）
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条
例
補
正
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
合
砂
丈
司
委
員
長
）
は
、

３
月
14
、
15
日
の
２
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、
条
例
改
正
や
補
正
予

算
な
ど
を
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
た
25
議
案
す
べ
て
を
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
。
そ
の
後
の
本
会
議
で
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
質
疑
を
要
約
し
て
お
伝
え

し
ま
す
。

医
療
体
制
の
確
保
は
町
の

重
要
施
策
の
一
つ
で
あ

る
。
医
師
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
の
現
状
を
示
せ
。

昨
年
９
月
に
１
人
の
医
師

招
へ
い
が
実
現
し
、
新
た

に
４
月
か
ら
町
の
医
師
奨
学
生

１
人
が
着
任
を
予
定
し
て
い
る
。

　

県
か
ら
の
派
遣
医
師
も
引
き

続
き
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
の

で
、
平
成
30
年
度
は
医
師
４
人

体
制
と
な
り
、
従
来
に
も
増
し

て
町
民
の
安
全
・
安
心
の
確

保
、
そ
し
て
町
公
衆
衛
生
全
般

に
わ
た
る
地
域
医
療
の
確
保
に

繋
が
る
も
の
と
考
え
る
。

ままちち 声声のの
おしえておしえて　

済
生
会
の
医
師
が
増
え

る
の
は
岩
泉
に
と
っ
て
安

心
で
き
る
良
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
が
、
子
育
て
中

の
私
た
ち
に
は
、
い
つ
で

も
診
て
く
れ
る
小
児
科
の

先
生
が
い
れ
ば
良
い
な
と

思
い
ま
す
。

上
野　

春
香
さ
ん

（
小
川　

30
歳
）

　常勤医師が4月から4人体制になることにより、今まで担っていた24時間の救急対応、人工透析、
訪問診療はもとより、町内の学校やこども園の健康管理、産業医活動、住民の健康管理・維持など、
さらに充実すると思います。
　今後も住民の皆さまに信頼され親しまれる病院づくりに努めてまいります。
 （済生会岩泉病院　総務課）

済生会岩泉病院

医師4人体制に!
高橋先生の紹介
氏　　名 高

たか

橋
はし

　太
た

郎
ろう

職　　名 内科医長
 （専門は消化器系）
年　　齢 34 歳
出　　身 岩泉町
ひとこと
　19年ぶりに地元に戻っ
てきました。岩泉ヨーグル
トがおいしいです。一生懸
命学んだことを町の人に
還元したいと思います。

齋藤先生の紹介
氏　　名 齋

さい

藤
とう

　　匠
たくみ

職　　名 外科医長
年　　齢 32 歳
出　　身 花巻市
ひとこと
　家族４人で来ました。
水がおいしいです。
　専門の外科を生かして
救急の怪我にすばやく処
置できるようにしたいで
す。

医　療

済
生
会
岩
泉
病
院
の
現
状
は

医
師
増
員
し
安
心
の
確
保
へ

問答
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大
学
進
学
支
援
制
度
の
内

容
と
そ
の
条
件
を
示
せ
。

町
で
は
岩
泉
高
校
へ
の
支

援
と
し
て
、
大
学
に
進
学

し
た
く
て
も
経
済
的
理
由
か
ら

進
学
を
断
念
し
て
い
る
生
徒
へ

平
成
28
年
度
は
国
公
立
大
学
進

学
者
に
入
学
金
・
授
業
料
の
半

分
相
当
を
補
助
、
29
年
度
か
ら

は
私
立
大
学
に
も
拡
充
し
て
支

援
し
て
い
る
。
条
件
は
町
税
な

ど
の
滞
納
の
な
い
家
庭
で
、
高

校
の
授
業
料
が
免
除
に
な
っ
て

い
る
生
徒
で
あ
る
こ
と
。

介　護国　保

保
険
制
度
の
見
直
し
は

広
域
化
で
保
険
税
は

保
険
料
を
引
き
上
げ
る

将
来
は
県
内
で
統
一

３
年
ご
と
の
更
新
で
今
回

保
険
料
が
上
が
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
な
ぜ
上
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。

今
回
の
制
度
改
正
に
伴

い
、
65
歳
以
上
の
保
険
料

の
負
担
割
合
が
増
加
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
増
加
分
を
賄
う
た

め
に
保
険
料
を
引
き
上
げ
る
。

平
成
30
年
度
か
ら
県
内
広

域
化
へ
の
移
行
に
よ
り
体

制
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

財
政
運
営
主
体
が
県
、
他

の
事
務
が
町
と
い
う
共
同

運
営
と
な
る
。

移
行
に
よ
る
国
保
税
へ
の

影
響
は
あ
る
か
。

県
内
他
市
町
村
自
治
体
の

状
況
は
。

各
自
治
体
一
斉
に
こ
の
保

険
料
見
直
し
作
業
を
行
っ

て
お
り
、
情
報
で
は
本
町
の
保

険
料
は
県
平
均
よ
り
若
干
高
く

な
っ
て
い
る
。

30
年
度
は
前
年
度
並
み
の

保
険
税
の
予
定
と
し
て
い

る
が
、
今
後
は
県
内
で
統
一
と

な
る
見
込
み
で
あ
る
。

財
政
運
営
の
改
善
策
は
あ

る
の
か
。

健
康
増
進
を
目
的
と
し
た

町
独
自
事
業
の
展
開
や
県

事
業
な
ど
を
導
入
し
、
医
療
費

を
抑
制
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

ままちち 声声のの
おしえておしえて　

介
護
保
険
制
度
は
高
齢

者
に
と
っ
て
無
く
て
は
な

ら
な
い
制
度
だ
と
思
い
ま

す
が
、
も
ら
え
る
年
金
は

上
が
ら
ず
保
険
料
が
上
が

る
の
は
大
変
で
す
ね
。

竹
花　

久
子
さ
ん

（
小
川　

66
歳
）

竹

問答

問答

問答

問問 答

答 答問

楽しく夢のある高校生活のスタートを（岩泉高校合格発表）

県町村議会議長会
から表彰

人権擁護委員
の推薦

竹
花
美
千
子
さ
ん

（
小
川　

69
歳
）

任
期
：
３
年
（
再
任
）

　

三
田
地
和
彦
議
員

が
、こ
の
ほ
ど
岩
手
県
町

村
議
会
議
長
会
か
ら
表

彰（
議
会
議
員
11
年
以

上
在
職
）さ
れ
ま
し
た
。

教　

育

大学進学支援制度の内容は
私立大学にも拡充して支援
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町町のの考考えをえを問問うう
8 人の議員が発言

～質問内容～

畠
山
和
英　

議
員

・
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
問
う

・
町
長
の
〝
リ
ー
ダ
ー
論
〞
は

・
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

・
組
織
体
制
と
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て

・
予
算
編
成
と
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

12 ページ

畠
山
昌
典　

議
員

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
推
進
を

・
子
育
て
世
代
に
経
済
的
支
援
を

13 ページ

八
重
樫
龍
介　

議
員

・
生
活
橋
の
財
源
確
保
を

・
有
害
動
物
処
理
装
置
の
導
入
を

14 ページ

三
田
地
久
志　

議
員

・
防
災
・
減
災
体
制
の
強
化
は

・
森
林
資
源
の
活
用
策
を
聞
く

15 ページ
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　３月 15日に一般質問が行われ、８人の議員が町政について質問しました。
　内容を要約して登壇順（質問順）にお知らせします。
　なお、質疑全文を記録した会議録は、６月下旬ごろから町立図書館または役場各
支所図書室で閲覧可能となる予定です。

坂
本　

昇　

議
員

・
台
風
被
災
者
へ
総
合
的
対
応
を

・
森
林
環
境
税
等
の
活
用
計
画
は

・
岩
泉
フ
ォ
レ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
事
業
展
開
は

16 ページ

野
舘
泰
喜　

議
員

・
復
旧
工
事
の
事
業
完
了
は

・
立
ち
退
き
世
帯
へ
の
対
応
は

・
生
活
橋
の
再
建
に
つ
い
て

17 ページ

林
﨑
竟
次
郎　

議
員

・
家
賃
の
減
免
に
つ
い
て
示
せ

・
災
害
公
営
住
宅
は
払
下
げ
可
能
か

・
国
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
税
の
子
ど
も
の
均
等
割
軽
減
に
つ
い
て

18 ページ

小
松
ひ
と
み　

議
員

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
を

・
防
災
・
減
災
の
専
門
窓
口
を

19 ページ
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町の考えを問う

問　
「
元
気
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ

と
岩
泉
の
再
生
」
に
向
け
て
、

「
町
民
に
寄
り
添
っ
た
町
政
の

推
進
」
を
す
る
と
し
て
い
る
。

　

現
場
主
義
に
徹
し
、
町
民
と

の
対
話
を
基
本
と
し
て
、
全
職

員
が
こ
の
姿
勢
を
も
っ
て
、
事

業
推
進
に
お
い
て
は
町
民
に
等

し
く
公
正
公
平
な
町
政
運
営
を

問　

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
町
政
の
重
要

課
題
が
山
積
す
る
中
で
、
限
ら

れ
た
職
員
の
能
力
を
引
き
出
す

た
め
に
、
町
政
の
ト
ッ
プ
と
し

て
ど
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
論
で

運
営
す
る
考
え
か
。

町
長　

町
長
選
挙
に
当
た
っ
て

は
、「
町
民
に
寄
り
添
っ
た
町

政
の
推
進
」
と
「
オ
ー
ル
岩
泉

で
復
旧
・
復
興
の
推
進
」
に
当

た
る
こ
と
を
約
束
し
た
。

　

町
民
は
も
と
よ
り
地
域
、
団

体
、
事
業
者
な
ど
と
常
に
「
対

話
」
を
大
切
に
し
て
、
二
元
代

表
制
の
町
民
代
表
で
あ
る
議
員

の
声
を
し
っ
か
り
聴
く
姿
勢
で

や
る
。

　

行
政
が
ま
ず
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
、「
胸
襟
を

開
い
て
相
手
の
話
を
よ
く
聞

く
」
と
い
う
姿
勢
が
大
切
で
あ

る
。
し
っ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
を
職
員
に

も
徹
底
さ
せ
な
が
ら
、
実
態
に

照
ら
し
て
改
善
・
改
革
す
べ
き

点
は
、柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

町
長　

政
策
立
案
に
当
た
っ
て

は
、
職
員
と
常
に
意
見
交
換
や

議
論
を
重
ね
、
精
度
の
高
い
政

策
形
成
に
努
め
て
い
く
。

　

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

り
政
策
的
に
判
断
す
る
こ
と
は

も
と
よ
り
、
基
本
的
に
は
、
個

人
の
職
員
力
を
高
め
る
た
め
に

も
そ
れ
ぞ
れ
に
課
題
を
与
え
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
の
議
論
の
積

み
重
ね
に
よ
る
施
策
を
推
進
す

る
。
限
ら
れ
た
職
員
の
中
で
、

町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
問
う

畠は
た
け
や
ま山
和か

ず
ひ
で英 

議
員

町
民
に
寄
り
添
う
町
政
推
進

中
居
町
長

町
長
の
〝
リ
ー
ダ
ー
論
〞
は

議
論
を
重
ね
施
策
推
進
す
る

そ
の
他
の
質
問

◆
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

◆ 

組
織
体
制
と
職
員
の
資
質
向

上
に
つ
い
て

◆ 

予
算
編
成
と
今
後
の
財
政
運

営
に
つ
い
て

町長室で執務する中居町長

て
い
ね
い
に

ま
ち
へ
の
想
い

問
え
た
か
な

心
が
け
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

町
政
運
営
に
か
け
る
町
長
の

想
い
を
伺
う
。

個
々
の
職
員
の
能
力
を
存
分
に

引
き
出
し
、
組
織
と
し
て
最
大

の
機
能
を
発
揮
で
き
る
運
営
体

制
を
構
築
し
、
よ
り
効
果
あ
る

施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

く
。



いわいずみ議会だより　第182号
平成30年5月1日発行 13

町の考えを問う

問　

本
町
で
は
「
健
康
の
町
」

宣
言
を
し
て
お
り
、
そ
の
環
境

整
備
の
ひ
と
つ
と
し
て
岩
泉
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
活
発
な
事
業

展
開
を
行
っ
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
助
成
金
を
有
効
活

用
し
会
費
を
低
額
に
抑
え
、
町

民
の
皆
様
の
運
動
能
力
・
体
力

の
向
上
、
将
来
的
に
は
生
活
習

慣
病
の
罹り

か
ん患
率
の
減
少
を
目
標

に
活
動
し
て
い
る
。
こ
の
助
成

金
は
平
成
29
年
度
で
終
了
す
る

こ
と
か
ら
町
で
は
引
き
続
き
こ

の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
支

援
を
す
る
べ
き
。

問　

町
が
重
要
な
施
策
と
考
え

て
い
る
子
育
て
世
代
へ
の
支
援

と
し
て
、
子
育
て
応
援
住
宅
を

12
戸
整
備
し
、
入
居
が
始
ま
っ

た
。
そ
の
過
程
で
、
こ
の
住
宅

を
希
望
し
た
世
帯
は
そ
の
倍
以

上
お
り
、
こ
の
事
業
へ
の
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

　

そ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に

も
、
町
の
将
来
的
な
担
い
手
と

な
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
投
資
と

考
え
、
同
じ
境
遇
の
子
育
て
世

帯
に
は
同
等
の
経
済
的
支
援
を

行
う
こ
と
を
視
野
に
入
れ
た
事

業
を
展
開
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

教
育
長　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
は
、
本
町
に
と
り
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
る
。
幼
児
か
ら
シ

ニ
ア
世
代
ま
で
幅
広
い
事
業
を

展
開
し
て
い
る
岩
泉
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
活
動
が
そ
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
。

　

介
護
予
防
の
た
め
に
町
が
実

施
す
る「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

へ
の
積
極
的
な
協
力
も
し
て
お

り
、
ク
ラ
ブ
事
業
参
加
者
が

年
々
増
加
し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
町
で

も
引
き
続
き
町
民
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
や
す
い
事
業
を
実
施
す

る
た
め
の
支
援
と
環
境
整
備
に

努
め
る
。

町
長　

今
回
の
子
育
て
応
援
住

宅
の
完
成
見
学
会
に
は
48
世
帯

１
３
１
人
が
来
場
し
た
。

　

今
後
も
各
世
帯
そ
れ
ぞ
れ
の

相
談
に
き
め
細
か
く
応
じ
、
意

向
の
情
報
集
約
や
把
握
を
し
て

い
く
。
子
育
て
が
し
や
す
い
環

境
の
確
保
の
た
め
、
ど
の
よ
う

な
方
法
が
公
平
・
平
等
な
施
策

と
な
る
か
検
討
を
加
え
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
。

生涯スポーツ振興推進を
畠
はたけやま

山昌
まさのり

典 議員

支援と環境整備に努める
三上教育長

子
育
て
世
代
に
経
済
的
支
援
を

公
平
か
つ
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

真剣なまなざしで生涯スポーツ振興を

健
康
で笑

顔
が
み
え
る

ま
ち
づ
く
り

町の宝、子どもたちへの支援を
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町の考えを問う

問　

有
害
駆
除
さ
れ
る
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
数
は
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
町
で
は
ニ
ホ
ン
ジ

カ
の
実
態
調
査
や
捕
獲
に
向
け

て
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
す
る
予

定
で
あ
り
、
さ
ら
に
駆
除
数
が

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

現
在
、
町
の
鳥
獣
処
理
は
狩

猟
者
が
自
己
責
任
に
お
い
て
埋

設
処
理
な
ど
を
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
狩
猟
者
の
負
担
が
大

き
い
。
ま
た
環
境
汚
染
や
他
の

動
物
が
集
ま
る
こ
と
に
よ
る
被

害
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
対
策
と

し
て
、
有
害
動
物
処
理
装
置
の

導
入
を
す
べ
き
と
思
う
が
町
長

の
考
え
を
問
う
。

問　

台
風
第
10
号
豪
雨
災
害
で

流
失
し
た
生
活
橋
は
73
橋
あ

り
、
事
業
費
は
５
億
円
以
上
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
財
源
確
保
に
向
け

て
、
仮
橋
の
現
状
の
画
像
を
流

す
な
ど
、
全
国
に
町
の
今
の
姿

町
長　

本
年
２
月
末
現
在
、
岩

泉
町
台
風
第
10
号
豪
雨
災
害
生

活
橋
復
旧
支
援
金
口
座
に
は
１

７
１
６
件
、
約
１
３
５
０
万
円

の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
返

礼
品
目
的
か
ら
、
社
会
貢
献
へ

の
寄
付
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

自
治
体
が
抱
え
る
問
題
解
決

を
図
る
仕
組
み
の
「
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

（
※
）」
の
活
用
や
、
仮
橋
の
現

状
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報

発
信
す
る
な
ど
、
可
能
な
限
り

の
手
段
を
用
い
て
、
一
日
も
早

い
生
活
橋
の
財
源
確
保
と
復
旧

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

町
長　

捕
獲
後
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ

な
ど
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
捕

獲
数
の
増
加
に
伴
っ
て
猟
友
会

員
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

捕
獲
処
理
は
捕
獲
者
の
負
担

軽
減
と
環
境
汚
染
の
防
止
を
は

か
る
大
変
重
要
な
問
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
提
案
の
内
容
も
参

考
に
し
て
国
や
県
と
協
議
を
行

い
な
が
ら
財
源
確
保
、
事
業
主

体
、
処
理
方
法
も
含
め
広
く
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

生
活
橋
の
財
源
確
保
を

八や
え
が
し

重
樫
龍り

ゅ
う
す
け介 

議
員

可
能
な
限
り
の
手
段
で
確
保

中
居
町
長

有
害
動
物
処
理
装
置
の
導
入
を

広
く
調
査
・
研
究
し
て
い
く

車は通れない仮橋

生
活
橋未

来
の
ま
ち
へ

つ
な
ぐ
橋

を
発
信
し
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
た
寄
付
を
募
る
べ
き
と
思

う
が
町
長
の
考
え
を
問
う
。

（※）ガバメントクラウドファンディング… 自治体が目的達成のために出資希望者を
インターネット上で募集する手法
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町の考えを問う

問　

町
長
の
公
約
で
あ
る
防
災

減
災
体
制
強
化
へ
の
取
り
組
み

を
聞
く
。

　

情
報
伝
達
手
段
と
自
主
防
災

組
織
の
体
制
強
化
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
か
。

　

ま
た
、
防
災
士
の
育
成
及
び

配
置
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

問　

一
次
産
業
の
活
性
策
、
特

に
も
「
森
林
環
境
税
と
森
林
環

境
譲
与
税
の
創
設
で
町
の
林
業

施
策
に
活
用
、
あ
る
い
は
森
林

資
源
の
価
値
の
最
大
化
に
取
り

組
む
」と
表
明
を
し
て
い
る
が
、

具
体
的
な
方
向
を
聞
く
。

町
長　

災
害
時
に
お
け
る
各
種

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
発
信

は
、
災
害
時
緊
急
放
送
協
定
や

災
害
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
情
報
配
信
の
低
下
は
な
い
と

考
え
る
。

　

自
主
防
災
組

織
の
質
の
強
化

が
重
要
で
あ

り
、
活
動
の
検

証
、
各
種
訓
練

を
定
期
的
に
行

う
。
防
災
士
は

数
百
人
体
制
で

育
成
し
、
自
主

防
災
組
織
や
消

防
団
員
に
も
働

き
か
け
、
幅
広

い
年
代
で
防
災

士
の
確
保
に
努

め
る
。

　

防
災
対
策
室

の
人
員
体
制
に

つ
い
て
も
さ
ら

な
る
強
化
を
検

討
し
て
い
る
。

町
長　

森
林
環
境
税
と
森
林
環

境
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
国
が

平
成
31
年
度
か
ら
森
林
環
境
譲

与
税
を
前
倒
し
で
開
始
す
る
予

定
で
あ
る
。
使
途
は
国
が
示
す

「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」

に
よ
り
、
適
切
な
経
営
・
管
理

を
自
ら
実
行
で
き
な
い
私
有
林

を
市
町
村
が
管
理
し
、
間
伐
な

ど
の
森
林
整
備
と
そ
の
促
進
に

関
す
る
費
用
に
活
用
で
き
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
30
年
度
か
ら

防災・減災体制の強化は
三
み た ち

田地久
ひ さ し

志 議員

防災士数百人を育成予定
中居町長

森
林
資
源
の
活
用
策
を
聞
く

新
た
な
施
策
を
活
用
し
て
い
く

新たな防災減災対策に進む

ま
た
思
う

使
い
き
る
ぞ
と

持
ち
時
間

県
や
林
業
関
係
者
と
意
見
交
換

会
を
行
い
、
事
業
実
施
に
向
け

て
内
容
検
討
を
進
め
る
。

　

さ
ら
に
、
防
災
対
策
室
の
体

制
に
つ
い
て
も
強
化
を
は
か
る

べ
き
で
あ
る
が
考
え
を
問
う
。

新制度による荒廃林の整備に期待
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町の考えを問う

問　

台
風
第
10
号
豪
雨
災
害
の

住
宅
再
建
に
つ
い
て
、
ま
だ
道

筋
が
見
え
な
い
被
災
者
が
い
る

が
そ
の
対
応
を
問
う
。

　

ま
た
、
移
転
用
地
の
価
格
提

示
は
い
つ
の
予
定
か
。

　

さ
ら
に
、
被
災
者
の
健
康
状

態
に
問
題
は
な
い
か
。

問　

森
林
環
境
税
及
び
森
林
環

境
譲
与
税
の
創
設
に
よ
り
、
当

町
で
期
待
で
き
る
運
用
額
、
運

用
時
期
、
受
益
者
へ
の
還
元
な

ど
の
計
画
は
ど
う
か
。

　

森
林
資
源
の
価
値
の
最
大
化

に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
取

り
組
み
を
示
せ
。

町
長　

時
間
の
経
過
に
よ
り
意

向
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
現

在
、個
別
に
聴
取
す
る
方
法
で
、

第
３
回
目
の
意
向
調
査
を
行
っ

て
い
る
。

　

用
地
の
提
供
価
格
は
、
各
団

地
の
工
事
費
、
不
動
産
鑑
定
評

価
額
、
地
価
調
査
、
地
価
公
示
、

県
河
川
改
修
事
業
の
補
償
価
格

な
ど
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
平

成
30
年
度
の
早
い
時
期
に
、
概

算
の
価
格
を
示
し
た
い
。

　

健
康
管
理
に
つ
い
て
は
、
支

所
へ
保
健
師
を
配
置
す
る
な

ど
、
心
身
の
健
康
管
理
や
孤
立

町
長　

運
用
額
に
つ
い
て
は
、

初
年
度
は
約
２
３
７
０
万
円
と

な
り
、段
階
的
に
増
額
さ
れ
る
。

今
後
示
さ
れ
る
国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
町
に
適
し
た
森
林
整
備
及

び
木
材
利
用
促
進
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
事
業
実

施
に
向
け
準
備
し
て
い
く
。

　

森
林
資
源
の
価
値
の
最
大
化

に
つ
い
て
は
、
本
町
の
強
み
で

あ
る
広
葉
樹
と
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認

台
風
被
災
者
へ
総
合
的
対
応
を

坂さ
か
も
と本　

昇の
ぼ
る 

議
員

包
括
的
相
談・支
援
を
行
う

中
居
町
長

森
林
環
境
税
等
の
活
用
計
画
は

町
に
適
し
た
森
林
整
備
を
は
か
る

そ
の
他
の
質
問

▼ 

岩
泉
フ
ォ
レ
ス
ト
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
事
業
展
開
は

百歳体操で健康増進

見
守
り
が被

災
の
迷
い軽

く
す
る

防
止
に
努
め
て
き
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
復
興
が

進
む
中
で
、
生
活
再
建
の
ス

テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
包
括
的
相

談
・
支
援
に
つ
い
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

証
（
※
）
を
生
か
し
、
市
場
価

格
や
加
工
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
樹
種
の
選
定
及
び
採

材
・
造
材
方
法
に
よ
り
、
価
値

を
高
め
て
い
く
。

　

近
年
広
葉
樹
の
需
要
に
対

し
、
大
径
木
資
源
は
極
め
て
限

定
的
で
あ
り
、
小
径
木
の
広
葉

樹
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
、

こ
れ
ら
を
生
か
す
取
り
組
み
が

新
た
な
価
値
の
創
造
に
つ
な
が

る
も
の
と
期
待
を
し
て
い
る
。

（※）FSC森林認証… 適切に管理されている森林から伐採され、流通、加工が環境や
地域社会に配慮しているか国際基準で認証を受けた木材製品
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町の考えを問う

問　

所
信
表
明
の
中
で
、
平
成

30
年
度
中
に
土
木
災
害
工
事
の

発
注
を
完
了
し
た
い
と
い
う
こ

と
だ
が
、
事
業
の
完
了
に
関
し

て
の
言
及
が
な
い
。

　

発
災
か
ら
５
年
以
内
に
事
業

完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

認
識
し
て
い
る
が
、
遅
滞
状
況

の
テ
コ
入
れ
、
工
期
の
設
定
な

ど
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

問　

河
川
改
修
に
当
た
っ
て
、

立
ち
退
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

世
帯
に
対
し
て
の
基
本
的
な
考

え
を
示
せ
。

　

立
ち
退
き
補
償
費
と
生
活
再

建
支
援
金
を
合
わ
せ
て
も
家
を

建
て
る
こ
と
が
出
来
な
い
ケ
ー

ス
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

　

い
ま
だ
に
再
建
方
法
を
確
定

で
き
な
い
人
を
安
心
さ
せ
る
た

め
、
ど
の
よ
う
な
対
処
を
す
る

の
か
。

町
長　

30
年
６
月
中
を
目
途
に

発
注
完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
ず
は
、
不
調
不
落
が
な
く
契

町
長　

住
ま
い
の
再
建
に
つ
い

て
は
、
個
別
の
意
向
が
あ
る
。

基
本
的
に
、
移
転
補
償
費
と
支

援
金
な
ど
を
合
わ
せ
て
再
建
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

　

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

は
、
住
ま
い
の
状
況
、
家
族
構

成
な
ど
に
よ
り
意
向
の
違
い
が

生
じ
て
く
る
。
個
別
相
談
の
中

で
状
況
を
聞
き
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。
て
い
ね
い
に
き
め
細

か
く
相
談
に
乗
り
、
解
決
策
を

見
い
出
し
て
い
く
。

復旧工事の事業完了は
野
の だ て

舘泰
や す き

喜 議員

５年以内の完了目指す
中居町長

立
ち
退
き
世
帯
へ
の
対
応
は

個
別
相
談
で
解
決
策
を
出
す

そ
の
他
の
質
問

▼ 

生
活
橋
の
再
建
に
つ
い
て

遅れが許されない災害復旧工事

寄
り
添
い
て

ふ
っ
こ
う
加
速
の

た
め
と
為
す

約
を
締
結
す
る
こ
と
が
第
一
優

先
で
あ
る
。

　

全
体
的
な
事
業
の
遅
れ
を
取

り
戻
す
た
め
に
、
資
材
ヤ
ー
ド

や
残
土
捨
て
場
の
確
保
、
地
権

者
や
関
係
機
関
と
の
調
整
、
作

業
員
宿
舎
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
早

期
完
了
の
た
め
の
努
力
を
し
て

い
る
。

　

32
年
度
内
に
は
災
害
復
旧
事

業
を
完
了
さ
せ
る
た
め
に
発
注

者
、
請
負
業
者
共
に
緊
張
感
を

持
っ
て
進
め
る
。
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町の考えを問う

問　

災
害
公
営
住
宅
の
家
賃
の

軽
減
策
に
つ
い
て
聞
く
。
町
営

住
宅
条
例
に
は
、
家
賃
の
減
免

条
件
と
し
て
「
入
居
者
ま
た
は

同
居
者
が
災
害
に
よ
り
著
し
い

損
害
を
受
け
た
と
き
」
と
規
定

し
て
い
る
。
今
回
の
災
害
公
営

住
宅
は
、
ま
さ
に
被
災
者
が
入

居
す
る
住
宅
で
あ
る
。
家
賃
の

減
免
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
示
せ
。

問　

戸
建
て
住
宅
の
入
居
者
が

希
望
し
た
場
合
、
将
来
的
に
払

下
げ
は
可
能
か
。

町
長　

家
賃
の
減
免
に
つ
い
て

は
、
被
災
さ
れ
た
人
に
、
何
ら

か
の
対
策
は
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
現
在
、
減
免
の

金
額
、
期
間
、
対
象
者
な
ど
、

多
様
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
も
、
低
所
得
者

に
対
し
て
の
減
免
は
、
配
慮
す

べ
き
と
考
え
て
お
り
、
平
成
30

年
度
の
早
い
時
期
に
、
そ
の
方

向
性
に
つ
い
て
示
し
て
い
き
た

い
。

町
長　

制
度
上
で
は
、
木
造
公

営
住
宅
の
場
合
、
完
成
後
７
年

６
か
月
経
過
す
れ
ば
、
国
土
交

通
大
臣
に
対
し
て
払
下
げ
の
協

議
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
承

認
が
得
ら
れ
た
後
に
は
、
譲
渡

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
く

る
。
た
だ
し
、
そ
の
時
点
で
譲

渡
す
る
と
な
れ
ば
、
譲
渡
価
格

家
賃
の
減
免
に
つ
い
て
示
せ

林は
や
し
ざ
き﨑
竟き

ょ
う
じ
ろ
う

次
郎 

議
員

低
所
得
者
に
は
配
慮
す
る
方
向

中
居
町
長

災
害
公
営
住
宅
は
払
下
げ
可
能
か

償
却
後
に
町
の
裁
量
で
処
分
が
可
能

そ
の
他
の
質
問

▼ 

国
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援

金
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

▼ 

国
民
健
康
保
険
税
の
子
ど
も

の
均
等
割
軽
減
に
つ
い
て

災害公営住宅の着工

三
十
年愛

し
て
暮
ら
し

花
咲
か
そ

は
か
な
り
高
額
な
も
の
と
な
っ

て
し
ま
う
。
木
造
公
営
住
宅
の

場
合
、
償
却
期
間
が
30
年
で
あ

る
た
め
、償
却
期
間
経
過
後
は
、

町
の
裁
量
に
よ
り
処
分
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
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町の考えを問う

問　

平
成
28
年
度
は
９
８
３
４

万
円
の
ふ
る
さ
と
納
税
が
あ
っ

た
。

　

そ
こ
で
、
若
い
世
代
の
イ
ベ

ン
ト
や
起
業
、
課
題
解
決
へ
の

支
援
な
ど
「
岩
泉
の
復
興
へ
の

新
し
い
チ
カ
ラ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
い
う
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
活
用
し
た
基
金
を
設
立
す

る
考
え
は
な
い
か
。

問　

九
州
朝
倉
市
か
ら
の
客
人

を
迎
え
た
が
、
本
町
の
台
風
災

害
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
驚

い
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、

災
害
体
験
を
教
え
て
ほ
し
い
、

お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
、
と
い
う
声
も
届
く
。

　

専
門
的
な
人
材
を
配
置
し
、

総
合
的
に
対
応
で
き
る
独
立
し

た
部
署
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長　

現
在
、
ふ
る
さ
と
納
税

は
「
災
害
か
ら
の
復
興
」
の
ほ

か
新
岩
泉
町
ま
ち
づ
く
り
総
合

計
画
の
「
４
つ
の
森も

り林
」
に
使

町
長　

町
内
外
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
は
総
務
課
内
の
防
災
対
策

室
で
受
け
付
け
、
調
整
を
し
て

い
る
。

　

例
を
挙
げ
る
と
、
東
日
本
大

震
災
津
波
の
災
害
体
験
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
に
は
、
岩
泉
観

光
ガ
イ
ド
協
会
を
、
台
風
第
10

号
豪
雨
災
害
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
つ
い
て
は
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
を
紹
介
し
、
防
災
教
育
の

講
演
依
頼
は
、
町
の
職
員
が
直

接
出
向
い
て
い
る
。

　

現
段
階
で
は
新
た
な
部
署
の

設
置
は
難
し
い
状
況
で
あ
る

が
、
東
日
本
大
震
災
津
波
、
台

風
災
害
を
経
験
し
た
本
町
で
な

け
れ
ば
伝
え
ら
れ
な
い
こ
と
、

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
積
極
的
に
発
信
し
て

い
く
。

ふるさと納税の活用を
小
こ ま つ

松ひとみ 議員

状況の推移を見て検討
中居町長

防
災
・
減
災
の
専
門
窓
口
を

総
務
課
防
災
対
策
室
で
対
応

岩泉ファンをつなげる

全
国
のい

わ
い
ず
み
愛

つ
な
ぐ
こ
と

い
み
ち
を
区
分
し
た
寄
付
、
指

定
な
し
の
寄
付
が
あ
る
。

　

具
体
的
な
事
業
や
支
援
に
使

い
み
ち
を
限
っ
た
寄
付
は
、
地

域
活
性
化
や
寄
付
金
の
拡
大
に

は
有
効
と
認
識
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
台
風
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
、
生
活
橋
に
係
る

財
源
確
保
が
町
の
最
優
先
課
題

と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
、今
後
、

寄
付
の
状
況
の
推
移
や
、
先
進

自
治
体
の
取
り
組
み
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
総
合
的
に
検
討
を

重
ね
て
い
く
。
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３月定例会に提出された請願は２件でした。
前回の定例会から継続審査としていた１件を加えた３件について、
２つの常任委員会に審査を付託した結果、次のとおり決定となりました。

請願件名
（付託委員会） 請願人 紹介議員 審査の

結果
本会議での
結果

日本政府がすみやかに核
兵器禁止条約に署名し、
国会が批准することを求
める請願（総務）

岩手県原爆被害者団体
協議会
ヒバクシャ国際署名を
すすめる岩手県の会
会長兼代表　伊藤宣夫

林﨑竟次郎 採択
採択に全員賛成

国の関係機関に
意見書を提出

ライドシェアの導入に反
対し、安全・安心なタク
シー事業を守る施策推進
を求める請願（総務）

一般社団法人
岩手県タクシー協会

会長　小野幸宣
小松ひとみ 採択

採択に全員賛成

国の関係機関に
意見書を提出

平成 28年台風第 10号災
害に対する河川改修工事
に歩道設置の請願（産業）

昆野睦雄 合 砂 丈 司 採択
採択に全員賛成

岩手県に意見書
を提出

▽ 

意
見
書
の
要
旨

　

核
兵
器
が
再
び
使
わ

れ
か
ね
な
い
危
う
い
状

態
が
続
い
て
い
る
今
だ

か
ら
こ
そ
、
核
兵
器
の

悲
惨
さ
を
知
る
唯
一
の

国
の
政
府
と
し
て
、
先

頭
に
立
っ
て
す
み
や
か

に
核
兵
器
禁
止
条
約
に

署
名
し
、
国
会
で
の
批

准
を
経
て
核
兵
器
禁
止

条
約
に
正
式
に
参
加
す

る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

▽ 

意
見
書
の
要
旨

　

多
く
の
問
題
点
を
有

し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

が
無
秩
序
に
地
域
で
展

開
さ
れ
れ
ば
、
結
果
的

に
利
用
客
の
安
全
安
心

が
担
保
さ
れ
な
い
事
態

が
常
態
化
す
る
恐
れ
が

あ
る
。

　

地
域
の
公
共
交
通
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
タ

ク
シ
ー
事
業
者
が
、
よ

り
安
全
安
心
で
快
適
・

便
利
な
交
通
機
関
と
し

て
利
用
客
に
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
よ
う
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入

は
行
わ
ず
、
タ
ク
シ
ー

事
業
の
適
正
化
・
活
性

化
の
た
め
の
施
策
を
推

進
す
る
こ
と
。

▽ 

意
見
書
の
要
旨

　

袰
野
・
日
向
地
区
の

住
家
周
辺
に
歩
道
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
バ

ス
停
車
レ
ー
ン
を
整
備

す
る
こ
と
。

　

採
択
さ
れ
た
請
願
の
意

見
書
は
、
議
員
発
議
で
提

出
。
こ
れ
を
全
会
一
致
で

可
決
し
、
国
や
県
の
関
係

行
政
庁
に
送
付
し
ま
し
た
。

日
本
政
府
が
す
み

や
か
に
核
兵
器
禁

止
条
約
に
署
名

し
、
国
会
が
批
准

す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア（
※
）

の
導
入
に
反
対
し
、

安
全
安
心
な
タ
ク

シ
ー
事
業
を
守
る

施
策
推
進
を
求
め

る
意
見
書

平
成
28
年
台
風
第

10
号
豪
雨
災
害
に

よ
る
国
道
４
５
５

号
か
さ
上
げ
工
事

に
関
す
る
意
見
書雨天時には特にも危険な袰野・日向地区

（※）ライドシェア… 相乗りのこと。一般の自動車の運転手が、
対価を得て一般人を同乗させること。
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◆平成 29年３月定例会

議会だよりでは、定例会で行われた質疑の要旨を掲載しています。
議員の行う提言などは、町政にどう反映されているのでしょうか。

これまでの質疑の中から一部をピックアップし、その後の経過について追跡してみました。

答弁質問
　以前から民営保育所を運営す
る団体と検討を重ねていた。
　運営団体が社会保険の任意適
用事業所となるよう支援していく。

　民営保育所の保育士などが安心して長く働ける
環境をつくるため、社会保障を手厚くするべきで
はないか。

笑顔でスタートした有芸保育所

民営保育所の保育士に手厚い社会保障を

民営保育所運営事業補助金
1132 万円

（新たに社会保険分の経費を含む）

30年度に
予算計上

　子育て世代が安心して働
けるようにしたい。
　そのために保育士を安定
的に雇用する必要がある。
　手立ての一つとして、社
会保険の加入が考えられる。

背景
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お
しえ

お
しえて

郷
土
愛
の
強
い
こ
の
町
で

　

25
歳
の
と
き
、
人
生
設
計
で
東
京
に
と
ど

ま
る
か
、
岩
手
に
戻
る
か
決
断
に
悩
ん
だ
時

に
、
今
の
職
場
の
募
集
を
知
り
ま
し
た
。

　

母
の
実
家
が
田
野
畑
村
に
あ
る
た
め
、
北

上
市
か
ら
遊
び
に
行
く
と
き
必
ず
通
っ
た
岩

泉
町
で
働
い
て
み
た
い
と
思
い
応
募
し
ま
し

た
。
平
成
27
年
に
採
用
に
な
り
、
晴
れ
て
岩

泉
町
民
に
な
り
ま
し
た
。

　

住
ん
で
み
て
感
じ
た
こ
と
は
、
考
え
方
や

行
動
は
そ
れ
ぞ
れ
で
も
本
質
は
郷
土
愛
の
強

い
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
は
、

短
い
夏
季
そ
し
て
厳
し
い
冬
季
を
過
ご
す
た

水
が
き
れ
い
で
神
秘
の
町
に

　

復
興
関
連
の
仕
事
の
た
め
、
宮
崎
県
か
ら

岩
手
県
内
の
港
湾
工
事
に
来
て
い
た
時
に
岩

泉
町
出
身
の
妻
と
出
会
い
、
初
め
て
岩
泉
町

に
来
ま
し
た
。

　

妻
が
「
龍
泉
洞
は
と
て
も
水
が
き
れ
い
で

神
秘
的
な
所
だ
よ
。」
と
話
し
て
い
た
の
で
、

さ
っ
そ
く
訪
れ
て
み
る
と
、
ま
さ
に
話
の
と

お
り
素
晴
ら
し
い
場
所
で
、
一
度
訪
れ
た
だ

け
で
岩
泉
町
の
こ
と
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

住
ん
で
み
て
ま
ず
思
う
こ
と
は
、
町
民
の

人
柄
の
良
さ
で
す
。
遠
く
か
ら
来
た
私
に
対

～町のみなさんの声を聞きました～

昆野雅人さん
（岩泉　27 歳）

佐々木美
よし

次
つぐ

さん（右）
（岩泉　35 歳）

し
て
も
、親
切
で
優
し
く
接
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
家
族
も
増
え
、
５
人
仲
良
く
充
実

し
た
毎
日
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

岩
泉
町
は
山
が
あ
り
、
海
も
あ
り
自
然
豊

か
で
人
柄
も
良
く
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
お
世
話
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
町
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
観

光
地
と
し
て
有
名
で
す
が
、
も
っ
と
全
国
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
こ
の
素
晴
ら
し
さ
を

来
て
観
て
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
、
移
住
す
る

人
は
さ
ら
に
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
活
気
あ
ふ
れ
る
町
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

め
に
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
で
生
活
の

知
恵
が
身
に
つ
き
、
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
町
外
の
人
と
町
内
の
人
で
は
求
め

る
岩
泉
に
や
や
差
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
よ
り
多
く
の
経
済
が
循
環
す
る
よ
う
、

た
く
さ
ん
の
人
が
岩
泉
町
に
来
て
も
ら
え
れ

ば
、
町
の
人
が
充
実
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
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当
議
会
で
は
、
平
成
27
年
３
月
に
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
第
６
条
に
議
員
間
討
議

の
活
発
化
を
掲
げ
、
議
員
の
資
質
向
上
に
努
め
る
と
明

記
し
て
い
ま
す
。
そ
の
実
践
の
一
環
と
し
て
、
年
４
回

の
定
例
会
終
了
後
に
反
省
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

議
員
同
士
で

切
磋
琢
磨
！

議会定例反省会
▼
加
藤
久
民
議
長
（
14
番
）

　

一
般
質
問
は
８
人
で
内
容
が

良
か
っ
た
。
わ
か
り
に
く
い
再

質
問
も
あ
っ
た
の
で
簡
潔
明
瞭

を
心
掛
け
て
ほ
し
い
。
特
に
、

答
弁
を
復
唱
し
て
か
ら
質
問
を

入
れ
る
の
は
時
間
の
無
駄
で
あ

る
。

▼ 

条
例
補
正
予
算
等
審
査
特
別

委
員
長

▼
合
砂
丈
司
議
員
（
10
番
）

　

質
問
と
答
弁
が
か
み
合
わ
な

い
の
は
委
員
長
の
責
任
で
あ

り
、
反
省
し
て
い
る
。

▼ 

新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員

長
▼
三
田
地
和
彦
議
員
（
８
番
）

　

質
問
の
冒
頭
に
議
席
番
号
を

言
う
約
束
だ
が
明
確
で
な
い
人

が
い
る
。
ま
た
、
款か

ん
こ
う
も
く

項
目（
※
）

を
は
っ
き
り
言
う
べ
き
で
あ
る
。

▼
畠
山
昌
典
議
員
（
１
番
）

　

不
得
意
分
野
の
質
問
が
不
十

分
だ
っ
た
。

▼
畠
山
和
英
議
員
（
２
番
）

　

予
算
委
員
会
は
課
ご
と
審
査

な
の
で
、
各
課
に
質
問
し
な
け

れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で
臨
ん

だ
。
先
輩
議
員
に
指
摘
さ
れ
た

こ
と
を
反
省
し
、
質
の
向
上
を

目
指
し
て
い
く
。

▼
小
松
ひ
と
み
議
員
（
３
番
）

　

ま
だ
ま
だ
、
筋
道
を
立
て
た

質
問
が
で
き
な
い
。精
進
す
る
。

▼
八
重
樫
龍
介
議
員
（
４
番
）

　

委
員
会
質
疑
に
お
い
て
、
要

望
で
終
わ
る
こ
と
が
多
い
の
で

答
弁
で
終
わ
る
よ
う
心
掛
け

る
。
議
員
は
言
葉
で
資
質
が
わ

か
る
の
で
勉
強
が
必
要
で
あ
る
。

▼
三
田
地
久
志
議
員
（
５
番
）

　

一
般
質
問
の
再
質
問
で
は
、

終
わ
っ
た
後
に
気
が
付
い
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
次
か
ら
吟
味
し

て
質
問
す
る
よ
う
心
掛
け
る
。

▼
林
﨑
竟
次
郎
議
員
（
６
番
）

　

議
案
思
考
日
の
過
ご
し
方
が

ま
ず
か
っ
た
。
も
っ
と
勉
強
し

て
、
次
回
か
ら
活
発
な
発
言
が

で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。

▼
坂
本
昇
議
員
（
７
番
）

　

本
年
度
の
政
調
会
事
業
で
Ｆ

Ｍ
岩
泉
の
鷲
塚
さ
ん
か
ら
発
声

を
、
岩
泉
小
学
校
の
高
橋
校
長

か
ら
文
章
の
組
み
立
て
を
学
ん

だ
。
長
年
の
く
せ
は
な
か
な
か

直
せ
な
い
。

▼
菊
地
弘
已
議
員
（
９
番
）

　

自
分
の
質
問
と
答
弁
が
あ
ま

り
か
み
合
わ
な
か
っ
た
。

▼
畠
山
直
人
議
員
（
11
番
）

　

一
般
質
問
の
再
質
問
は
一
問

一
答
形
式
の
は
ず
だ
が
守
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
。

▼
三
田
地
泰
正
議
員
（
12
番
）

　

自
分
が
ど
の
分
野
に
精
通
し

て
い
る
か
の
認
識
を
持
っ
て
対

応
す
る
べ
き
で
あ
る
。

▼
野
舘
泰
喜
議
員
（
13
番
）

　

一
般
質
問
の
原
稿
を
読
み
間

違
え
た
と
こ
ろ
は
そ
の
ま
ま
訂

正
す
れ
ば
良
い
。
定
例
会
で
議

長
、
委
員
長
が
質
問
者
に
数
度

注
意
し
た
の
は
良
か
っ
た
。

議会活動の報告と町民の皆さんとの
意見交換会を開催します。
時間は各会場とも、

午後7時から午後8時30分までの予定です。
多数の参加をお待ちしています。

議員と語る会を開催します議員と語る会を開催します

月　日 地区名 会　場

6/18（月） 岩泉 町民会館 2階大会議室

6/20（水） 小本 小本津波防災センター

6/26（火） 小川 小川生活改善センター

6/29（金） 安家 安家生活改善センター

7/3（火） 大川 大川基幹集落センター

7/6（金） 有芸 有芸生活改善センター

議員の質を上げて臨む委員会質疑

（※）款項目… 予算を区分するときに使う名称で「款」が最も大きな区分、
次に「項」、「目」、「節」となります。
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編
集
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編
集
後
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新
町
長
の
も
と
行
わ
れ
た
第

１
回
定
例
会
は
、一般
質
問
に
８

人
が
登
壇
し
、
今
後
の
町
政
運

営
に
つ
い
て
質
問
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
▽
今
号
か
ら
一
般
質
問
を

行
っ
た
議
員
は
、
そ
の
内
容
等
に

つ
い
て
17
文
字
に
ま
と
め
た
「
ひ

と
り
ご
と
」
を
掲
載
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
凝
縮
し
た
文

字
数
の
中
に
ど
う
思
い
を
伝
え

る
か
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
是
非

読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

（
委
員　

三
田
地
久
志
）

　3月定例会の傍聴者数はのべ15人でした。傍聴された人の中から、
岩泉の昆野キヨさんに傍聴した感想などをインタビューしました。

の傍傍聴者数はのべ15人人人でした 傍聴されれた人
ひとことインタビューひとことインタビュー

昆野　キヨさん
（岩泉　77歳）

いっつも来てっとも
こごはおもしれー
どごだがぁー

―
傍
聴
の
き
っ
か
け
は
。

昆
野　

私
は
、
先
々
代
の
八

重
樫
協
二
町
長
時
代
か
ら
議

会
の
た
び
に
い
つ
も
来
て
い

る
ん
で
す
。
こ
の
場
に
来
る

と
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
見
え

て
面
白
い
で
す
。

―
傍
聴
さ
れ
た
感
想
は
ど
う

で
し
た
か
。

昆
野　

今
日
は
、
新
町
長
を

応
援
す
る
気
持
ち
で
来
ま
し

た
。
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復

興
へ
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら

れ
て
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。

―
議
員
に
対
す
る
要
望
が
あ

り
ま
す
か
。

昆
野　

前
の
時
代
に
は
、
議

員
か
ら
答
弁
に
困
る
よ
う
な

つ
っ
こ
ん
だ
質
問
が
あ
り
、

行
政
側
が
右
往
左
往
す
る

シ
ー
ン
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
は
、
あ
る
意

味
お
と
な
し
い
気
が
し
て
物

足
り
な
い
。

―
議
会
や
町
政
に
対
す
る
要

望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

昆
野　

今
日
は
特
に
答
弁
が

し
っ
か
り
し
て
い
て
復
旧
・

復
興
に
一
丸
と
な
っ
て
進
ん

で
い
る
姿
勢
が
見
え
ま
し
た
。

　

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

次の定例会は、
６月上旬に
開会予定です

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか

傍聴の
手続きは簡単！
傍聴席の入り口で、
名前と連絡先を書くだけです。


